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は
じ
め
に

　
近
年
、
金
融
庁
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

実
証
実
験
ハ
ブ
な
ど
の
政
策
に
よ
る

後
押
し
も
背
景
に
、
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
等
の
分
散
型
台
帳
技
術
を

活
用
し
た
金
融
取
引
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
進
展
し
て
い
る
。

　
２
０
２
６
年
７
月
21
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
６
」（
い
わ
ゆ

る
骨
太
方
針
）
で
も
、「
成
長
を
支

え
る
資
金
供
給
の
促
進
」
の
中
で
、

「
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
機
能
向
上

や
、
家
計
の
安
定
的
な
資
産
形
成
促

進
、
オ
ン
チ
ェ
ー
ン
金
融
の
推
進
を

図
る
」
と
記
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
オ
ン
チ
ェ
ー
ン
金
融
」
に
つ
い
て

注
釈
で「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
で
、

ト
ー
ク
ン
化
預
金
、
ス
テ
ー
ブ
ル
コ

イ
ン
等
に
よ
る
資
金
決
済
が
、商
流・

物
流
等
の
デ
ー
タ
管
理
と
も
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
っ
て
連
動
・
一
体
化
さ
れ

る
金
融
。
例
え
ば
、
製
造
業
に
お
け

る
受
発
注
や
納
品
に
関
す
る
デ
ー
タ

管
理
、
貿
易
実
務
に
お
け
る
書
類
管

理
、
金
融
分
野
に
お
け
る
証
券
決
済

等
に
お
い
て
活
用
が
見
込
ま
れ
る
」

と
明
記
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
同
日
に
政
府
か
ら
公
表
さ

れ
た
「
成
長
投
資
を
促
進
す
る
た
め

の
金
融
戦
略
―
資
産
運
用
立
国
の

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
―
」
で
は
、
Ａ
Ｉ

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
り
経
済
活
動
や

商
取
引
が
言
語
・
時
差
に
関
係
な
く

行
わ
れ
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ッ
ク
コ

マ
ー
ス
の
時
代
を
見
据
え
、
今
後
金

融
庁
が
「
Ａ
Ｉ
時
代
を
見
据
え
た
オ

ン
チ
ェ
ー
ン
金
融
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

立
ち
上
げ
、
①
オ
ン
チ
ェ
ー
ン
金
融

の
社
会
実
装
の
推
進
、
②
オ
ン

チ
ェ
ー
ン
金
融
を
発
展
さ
せ
る
環
境

整
備
、
③
新
時
代
を
支
え
る
Ａ
Ｉ
等

の
技
術
へ
の
適
応
の
３
つ
の
観
点
を

含
め
た
検
討
を
進
め
、
２
０
２
７
年

初
に
中
間
整
理
を
ま
と
め
る
と
さ
れ

た
。
②
で
は
国
内
外
の
ト
ー
ク
ン
化

に
係
る
取
組
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、

様
々
な
資
産
の
ト
ー
ク
ン
化
に
関
す

る
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
今
後
、
オ
ン
チ
ェ
ー
ン

金
融
の
さ
ら
な
る
進
展
に
向
け
た
制

度
整
備
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
オ
ン
チ
ェ
ー
ン
金
融
の
う
ち
、
証

券
等
の
資
産
取
引
と
資
金
決
済
を
連

動
さ
せ
る
仕
組
み
の
実
現
に
あ
た
っ

て
は
、
証
券
等
を
含
む
資
産
の
ト
ー

ク
ン
化
、
ト
ー
ク
ン
化
預
金
や
ス

テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
等
の
オ
ン
チ
ェ
ー

ン
の
決
済
手
段
、
両
者
を
ス
マ
ー
ト

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
等
で
連
動
さ
せ
る
仕

組
み
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
で
は
、

ト
ー
ク
ン
化
預
金
や
ス
テ
ー
ブ
ル
コ

イ
ン
等
の
決
済
手
段
と
し
て
の
利
用

が
想
定
さ
れ
る
も
の
を
除
い
た
、
い

わ
ゆ
る
資
産
の
ト
ー
ク
ン
化
に
つ
い

三
井
住
友
銀
行

三
井
住
友
銀
行  

デ
ジ
タ
ル
戦
略
部

デ
ジ
タ
ル
戦
略
部  

弁
護
士　
弁
護
士　

横
尾
横
尾  

和
彦
和
彦

ト
ー
ク
ン
化
預
金
を
め
ぐ
る
法
的
論
点

ト
ー
ク
ン
化
預
金
を
め
ぐ
る
法
的
論
点

11　
オ
ン
チ
ェ
ー
ン
金
融
と
資
産
の
ト
ー
ク
ン
化

　

オ
ン
チ
ェ
ー
ン
金
融
と
資
産
の
ト
ー
ク
ン
化

　

―
近
時
の
動
向
と
私
法
上
の
論
点
―

　

―
近
時
の
動
向
と
私
法
上
の
論
点
―
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一
　
総
　
論

　
近
年
、
銀
行
等
の
預
金
取
扱
金
融

機
関
（
以
下
、
単
に
「
銀
行
等
」
と

い
う
）が
分
散
型
台
帳
技
術（
以
下
、

「
Ｄ
Ｌ
Ｔ
」
と
い
う
）
を
活
用
し
て

預
金
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
ト
ー

ク
ン
化
預
金（tokenized deposits

）」

に
関
す
る
取
組
み
が
国
内
外
で
加
速

し
て
い
る
。国
外
で
は
、J.P. M
organ 

Chase

（
注
１
）、Citigroup

（
注
２
）

と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
グ
ル
ー

プ
が
ト
ー
ク
ン
化
預
金
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
お
り
、
ト
ー
ク
ン
化
預

金
の
24
時
間
３
６
５
日
稼
働
可
能
と

い
う
技
術
的
特
性
を
活
か
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す

る
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
国
内
で
は
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
注
３
）
が
取
扱
い
に
向
け
た

検
討
を
開
始
す
る
と
公
表
す
る
と
と

も
に
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
（
注
４
）
で
も
、
ト
ー

ク
ン
化
預
金
の
検
討
を
前
提
と
し
た

実
証
実
験
の
開
始
に
つ
い
て
公
表
さ

れ
る
等
実
装
に
向
け
た
取
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、Citigroup

に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
日
本
企
業

向
け
に
ト
ー
ク
ン
化
預
金
に
よ
る
海

外
送
金
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
す

る
旨
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
注
５
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ト
ー
ク
ン
化
預

金
に
つ
い
て
は
そ
の
法
的
性
質
等
に

つ
い
て
言
及
す
る
文
献
が
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、本
稿
で
は
、

ト
ー
ク
ン
化
預
金
に
関
す
る
規
制
法

上
の
整
理
、
法
的
性
質
お
よ
び
法
的

論
点
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
後
に
海

外
の
ト
ー
ク
ン
化
預
金
に
関
す
る
法

規
制
の
動
向
に
つ
い
て
紹
介
し
、

ト
ー
ク
ン
化
預
金
に
関
す
る
全
体
像

を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二 

　
ト
ー
ク
ン
化
預
金
の

規
制
法
上
の
整
理
お
よ

び
法
的
性
質

１ 　
「
預
金
」
に
関
す
る
法
規
制

お
よ
び
法
的
性
質

⑴　
規
制
法
上
の
「
預
金
」
の
整
理

　
ト
ー
ク
ン
化
預
金
の
法
的
性
質
に

つ
い
て
検
討
す
る
に
先
立
ち
、「
預

金
」
に
関
す
る
法
規
制
お
よ
び
法
的

性
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
「
預
金
」
に
つ
い
て
は
、
銀
行
を

は
じ
め
と
す
る
預
金
取
扱
金
融
機
関

の
独
占
業
務
と
さ
れ
て
お
り
、
銀
行

法
に
お
い
て
は
、「
預
金
」
の
「
受

入
れ
」
が
「
銀
行
業
」
の
一
つ
と
し

て
規
定
さ
れ
て
い
る
（
同
法
２
条
２

項
１
号
）。
し
か
し
な
が
ら
、
銀
行

法
上
、「
預
金
」
の
定
義
に
つ
い
て

定
め
る
規
定
は
存
在
し
な
い
。ま
た
、

預
金
保
険
法
に
お
い
て
も
、「
預
金
」

に
関
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、銀
行
法
と
同
様
に
定
義
は
な
く
、

そ
の
他
規
制
法
上
、「
預
金
」
に
つ

い
て
の
規
定
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
こ
の
点
、
預
金
を
直
接
的
に
規
定

す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
出
資

の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の

岩
田
合
同
法
律
事
務
所

岩
田
合
同
法
律
事
務
所  

弁
護
士　
弁
護
士　

柏
木
柏
木  

健
佑
・
金
木

健
佑
・
金
木  

伸
行
伸
行

ト
ー
ク
ン
化
預
金
を
め
ぐ
る
法
的
論
点

ト
ー
ク
ン
化
預
金
を
め
ぐ
る
法
的
論
点

22　
「
ト
ー
ク
ン
化
預
金
」
の
法
的
な
取
扱
い
に
関
す
る
検
討

　
「
ト
ー
ク
ン
化
預
金
」
の
法
的
な
取
扱
い
に
関
す
る
検
討
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一 

　
民
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
成
年
後
見
お

よ
び
遺
言
の
制
度
の
見
直

し
）

１　
改
正
内
容

　
２
０
２
６
年
６
月
17
日
、「
民
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
以

下
、「
民
法
等
改
正
法
」
と
い
う
）

お
よ
び
「
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
整

備
法
」
と
い
う
）
が
成
立
し
、
同
月

24
日
に
公
布
さ
れ
た
。

　
民
法
等
改
正
法
は
、
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
、
後
見
お
よ
び
保
佐
の

制
度
を
廃
止
し
て
補
助
の
制
度
に
一

元
化
し
て
本
人
に
と
っ
て
必
要
な
範

囲
で
そ
の
利
用
を
可
能
と
す
る
こ
と

や
、遺
言
制
度
に
つ
い
て
、電
子
デ
ー

タ
等
で
作
成
し
、
法
務
局
に
お
い
て

保
管
す
る
保
管
証
書
遺
言
を
創
設
す

る
こ
と
等
を
内
容
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
整
備
法
で
は
、
民
法
等
改

正
法
に
よ
る
後
見
の
制
度
の
廃
止
に

伴
い
、
成
年
被
後
見
人
を
対
象
と
す

る
規
定
を
削
除
し
、
ま
た
は
特
定
補

助
人
を
付
す
る
旨
の
審
判
を
受
け
た

者
を
対
象
と
す
る
規
定
に
改
め
る
こ

と
等
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の

整
備
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
民
法
等
改
正
法
お
よ
び
整
備
法

は
、
次
の
と
お
り
施
行
さ
れ
る
。

・ 
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
に
係
る

改
正

　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
６

月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
日

・ 

遺
言
制
度
の
見
直
し
に
係
る
改
正

の
う
ち
押
印
の
任
意
化
等

　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
日

・ 

遺
言
制
度
の
見
直
し
に
係
る
改
正

の
う
ち
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
要
す

る
保
管
証
書
遺
言
の
創
設
等

　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
日

　
主
な
改
正
内
容
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
（
以
下
、
一
に
お
い
て
、
単

に
条
文
を
示
す
場
合
、
改
正
民
法
の

条
文
を
指
す
）。

⑴
　
成
年
後
見
制
度
の
改
正

　
２
０
２
６
年
２
月
18
日
召
集
の
第
２
２
１
回
特
別
国
会
は
、
同
年
７
月
25

日
に
会
期
が
終
了
し
、
各
種
法
律
の
制
定
、
改
正
が
な
さ
れ
た
。
金
融
業
務

に
関
連
す
る
法
律
に
つ
い
て
も
、そ
の
改
正
等
が
な
さ
れ
た
が
、本
誌
面
で
は
、

主
な
法
律
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
概
略
を
報
告
す
る
。
な
お
、
誌
面
の
関
係
上
、

詳
細
な
内
容
は
各
法
律
を
直
接
参
照
さ
れ
た
い
。

２
０
２
６
年
特
別
国
会
成
立
の

金
融
関
係
法
の
概
要

河野･川村･曽我法律事務所 弁護士
川村 英二　 古澤 陽介
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２
０
２
６
年
４
月
に
公
益
信
託
に

関
す
る
法
律
（
令
和
６
年
法
律
第
30

号
。
以
下
、
本
連
載
で
は
「
公
益
信

託
法
」
ま
た
は
「
法
」
と
い
う
）
が

施
行
さ
れ
、
新
し
い
公
益
信
託
制
度

が
始
ま
っ
た
。
新
し
い
公
益
信
託
制

度
で
は
、
受
託
者
、
信
託
財
産
、
認

可
・
監
督
、
税
制
の
各
面
で
制
度
が

大
き
く
見
直
さ
れ
、
公
益
信
託
が
、

従
来
よ
り
も
身
近
で
利
用
し
や
す
い

社
会
貢
献
の
仕
組
み
と
な
っ
た
と
い

え
る
。
金
融
機
関
と
し
て
も
、
顧
客

の
資
産
承
継
、
地
域
貢
献
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
等
を
支
え
る
選
択

肢
と
し
て
、
公
益
信
託
の
基
本
構
造

を
理
解
し
て
お
く
意
義
は
大
き
い
。

　
本
連
載
で
は
、
全
８
回
に
わ
た
っ

て
、
押
さ
え
て
お
き
た
い
公
益
信
託

の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。
第
１
回

で
は
、
公
益
信
託
の
制
度
と
仕
組
み

の
概
要
を
整
理
す
る
（
注
１
）。

一
　
公
益
信
託
の
意
義

１　
公
益
信
託
と
は
何
か

　
公
益
信
託
も
信
託
の
一
種
で
あ
る

と
こ
ろ
、
そ
も
そ
も
信
託
と
は
、
委

託
者
が
受
託
者
に
財
産
を
移
転
し
、

受
託
者
が
信
託
目
的
に
従
っ
て
信
託

財
産
を
管
理
・
運
用
・
処
分
す
る
一

種
の
財
産
管
理
制
度
で
あ
る
。
そ
の

中
で
も
公
益
信
託
と
は
、
公
益
信
託

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
基
づ
く
受
益

者
の
定
め
の
な
い
信
託
で
あ
っ
て
、

公
益
事
務
を
行
う
こ
と
の
み
を
目
的

と
す
る
も
の
を
指
す
（
法
２
条
１
項

１
号
）（
注
２
）。

　
一
般
の
信
託
が
、
家
族
や
特
定
の

誰
か
等
の
「
特
定
の
受
益
者
」
の
利

益
を
目
的
と
す
る
仕
組
み
で
あ
る
の

に
対
し
（
注
３
）、
公
益
信
託
は
、

財
産
を
特
定
の
誰
か
で
は
な
い
、
社

会
全
体
の
た
め
に
役
立
た
せ
る
仕
組

み
で
あ
り
、「
不
特
定
か
つ
多
数
の

者
」
の
利
益
の
増
進
を
目
的
と
す
る

「
公
益
活
動
を
実
施
す
る
」
点
に
特

色
が
あ
る
（
図
表
１
）。

　
具
体
的
に
は
、
奨
学
金
の
支
給
、

学
術
研
究
の
助
成
、
福
祉
の
向
上
、

環
境
保
全
、
文
化
芸
術
の
振
興
等
へ

の
活
用
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
公
益

信
託
法
別
表
（
２
条
関
係
）
で
掲
げ

ら
れ
て
い
る
公
益
事
務
の
類
型
は
図

表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

２　
公
益
信
託
の
基
本
構
造

⑴
　
公
益
信
託
の
関
係
者

　
公
益
信
託
の
基
本
的
な
関
係
者

は
、
財
産
を
拠
出
す
る
委
託
者
、
信

押さえておきたい
新しい公益信託の活用ポイント
第１回
公益信託とは何か――制度、仕組みの概要
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